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グループワーク



グループワークの流れ
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１．地域の現状と課題について情報交換（20分）
・各職種が抱える現状と課題、職種間連携の現状と課題
・それが住民にどう影響しているのか

２．ロジックモデルを用いて事業を考える（40分）
※最終アウトカム：住民、利用者、患者にとっての成果

※中間アウトカム：それを実現するためにあるべき連携

３．グループで意見交換しながら、改訂・修正・
向上させる（20分）
※最終アウトカム、中間アウトカム、施策アウトプット

は論理的につながっているか？

４．グループから発表



職種間の連携課題のまとめ 例：高島市

出典：高島市地域包括ケア推進課古谷氏講演資料より一部改変



アウトカムとアウトプット
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アウトプット アウトカム

施策や活動の主体に起
きること（結果）

活動が働きかけた対象の
側に起きる変化（成果）

図：国際医療福祉大学教授埴岡健一氏講演資料をもとに作成



ロジックモデルで実際の事業を考える 例
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ヒト・モノ・カネを投入
して活動する

サービスが良くなる

図：国際医療福祉大学教授埴岡健一氏講演資料をもとに作成

アウトプット
最終

アウトカム
中間

アウトカム

住民の状態が良くなる

ストラクチャー
指標

プロセス
指標

アウトカム
指標

インパクト

多職種連携研修を
実施

医療・介護従事者の
連携が円滑になる

要介護者と家族が安
心して在宅で暮らせる
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最終アウトカム中間アウトカムアウトプット

実際に事業を考える時のツリー
そのために

だからこうなる だからこうなる

そのために

図：国際医療福祉大学教授埴岡健一氏講演資料をもとに作成


